
日本を代表する総合商社、三井物産株式会社（以下、三井物産）。同社は、基幹システムから個別システムまで企業全体のサーバ群を計
画的に仮想化していく、大規模なプロジェクトをスタートさせました。その目的はビジネスの変化に迅速かつ柔軟に応えるIT 基盤の実現で
す。Hyper-V 2.0 を活用した仮想化 IT 基盤の中核には、富士通の PCサーバ「PRIMERGY RX300 S5」を採用。製品の高性能、高信頼性
はもとより、β版からの検証となるため、Hyper-V 2.0 のノウハウや技術力が重視されました。三井物産はもとより三井物産グループ全体の
エンタープライズ・クラウドの実現に向け、プロジェクトは大きな一歩を踏み出しました。

業　　　　種  :  総合商社
ハードウェア  :  PC サーバ PRIMERGY RX300 S5導入事例概要

課　題 展　望

ソフトウェア  :  Windows Server 2008 R2（Hyper-V 2.0）

ビジネスの変化に柔軟に応えられる IT 基盤を実現したい

運用にかかる負荷を削減し、
付加価値の高い作業への集中度を高めたい

海外も含めて三井物産グループ全体で
スケールメリットが出せるような IT 基盤を構築したい

社内のサーバ群を計画的に仮想化することで、インフラとアプリケーションの
ライフサイクルを別々にコントロールし、ビジネスニーズに迅速かつ柔軟に対応

システムおよび運用の標準化については、その適正を見極めながら
段階的に実施。標準化によるコスト削減と既存運用方法の継続の両方を
使い分けることで企業内のシステム全体を最適化

将来のエンタープライズ・クラウドを視野に、まずは三井物産単体で
各システムのリプレース時期などに合わせ、仮想化を基本にした標準化を推進
将来的には、こうした考え方を三井物産グループ全体に拡大していく

背 景

仮想化 IT 基盤の構築へ、
β版から検証を開始

経 緯

ビジネスの変化に迅速かつ柔軟に
対応できるIT 基盤の実現へ

三井物産株式会社
IT推進部 副部長  黒田 晴彦 氏

三井物産株式会社 様
Hyper-V 2.0 先行導入事例

現行 1,000台のサーバ群を計画的に仮想化 IT基盤に集約
エンタープライズ・クラウド実現への取り組みがスタート
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会社概 要

所  在  地：〒100-0004  東京都千代田区大手町1丁目2番1号
代  表  者：代表取締役社長　飯島 彰己
設    　立：1947年（昭和22年）7月25日
資  本  金：339,626,747,953円 （2009年3月31日現在）
従業員数：5,886名（連結従業員数39,864名）（2009年3月31日現在）
事業内容：
鉄鋼製品、金属資源、プロジェクト、自動車、船舶・航空、化学品、
エネルギー、食料・リテール、コンシューマーサービス、情報産
業、金融市場、物流の各分野において、全世界に広がる営業拠
点とネットワーク、情報力などを活かし、多種多様な商品販売と
それを支えるロジスティクス、ファイナンス、さらには国際的な
プロジェクト案件の構築など、各種事業を多角的に展開。
URL： http://www.mitsui.co.jp/

三井物産株式会社

導入ポイントと検証内容

サーバの選定ではHyper-V 2.0 の
ノウハウと技術力が決め手に

 

 

今後の展望

仮想化を起点とした基幹システムの
標準化を目指す

三井物産株式会社　
IT 推進部  情報通信基盤室 室長  
清水  隆太郎 氏

MKIネットワーク・ソリューションズ株式会社
iDCマネジメント本部  カスタマーサポート2部  部長　
飯島 栄介 氏

三井情報株式会社
技術・開発本部 ERPソリューション部 副部長
松島 健太郎 氏


